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今
年
は
日
本
外

交
１
５
０
周
年
。

１
８
６
９
年
８
月

15
日
の
外
務
省
創

設
日
が
起
点
だ
。

そ
の
節
目
に
開
か

れ
た
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
は

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対

策
ビ
ジ
ョ
ン
を
参
加
国
が
共

有
す
る
画
期
的
な
首
脳
会
合

と
な
っ
た
。
科
学
立
国
日
本

の
リ
ー
ド
で
良
い
方
法
を
実

行
し
て
ほ
し
い
▼
現
在
、
日

本
が
国
交
を
結
ん
で
い
る
の

は
１
９
５
カ
国
、
世
界
各
地

の
在
留
日
本
人
は
約
１
３
５

万
人
、
日
本
在
留
の
外
国
人

は
約
２
７
３
万
人
、
入
国
外

国
人
は
年
約
３
１
１
９
万
人

に
上
る
と
い
う
。
Ｉ
Ｔ
・
家

電
か
ら
衣
類
・
食
料
ま
で
外

国
製
品
で
満
ち
、
安
全
に
世

界
を
旅
行
で
き
る
の
は
外
交

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
▼

東
京
・
麻
布
台
の
外
交
史
料

館
別
館
で
は
特
別
展
が
２
日

か
ら
始
ま
っ
た
（
〜
10
月
４

日
）。
初
日
に
訪
れ
る
と
、

明
治
政
府
初
の
外
国
と
の
条

約
と
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
修
好
通

商
航
海
条
約
（
１
８
６
９
年

10
月
）、
昭
和
時
代
の
ハ
ル

・
ノ
ー
ト
（
１
９
４
１
年
11

月
）
や
沖
縄
返
還
協
定
（
71

年
６
月
）
な
ど
の
史
料
17
点

が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
た
▼

小
学
５
年
生
の
こ
ろ
、
テ
レ

ビ
で
観
た
北
京
大
会
堂
で
の

日
中
共
同
声
明
（
72
年
９
月

29
日
）。
眼
下
に
は
調
印
書

が
あ
る
。
田
中
角
栄
首
相
と

周
恩
来
首
相
の
毛
筆
サ
イ
ン

に
し
ば
し
釘
付
け
に
な
っ

た
。
友
好
の
証
は
日
本
が
桜

の
苗
木
１
千
本
、
中
国
が
パ

ン
ダ
２
頭
だ
っ
た
。
パ
ン
ダ

は
カ
ン
カ
ン
、
ラ
ン
ラ
ン
と

名
付
け
ら
れ
て
上
野
公
園
で

飼
育
さ
れ
た
。
長
蛇
の
列
に

並
び
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
旅
行

を
企
て
た
こ
と
も
思
い
出
し

た
▼
そ
し
て
目
に
飛
び
込
ん

で
き
た
の
が
65
年
６
月
22
日

に
交
わ
さ
れ
た
日
韓
基
本
条

約
と
請
求
権
・
経
済
協
力
協

定
の
調
印
書
。
椎
名
悦
三

郎
、
李
東
元
両
外
相
の
署
名

が
あ
る
。
国
交
正
常
化
の
基

礎
が
昨
秋
の
元
徴
用
工
（
旧

朝
鮮
半
島
出
身
労
働
者
）
を

巡
る
韓
国
大
法
院
の
慰
謝
料

支
払
い
判
決
を
機
に
大
き
く

揺
れ
動
い
て
い
る
。
外
交
の

一
寸
先
は
闇
で
あ
る
。

主な記事

◆「ＩｏＴ―Ｒ」３千件へ
　エナキスは、東洋計器が
開発したＬＰＷＡ（省電力
広域）無線技術対応のガス
メーター用送信機「ＩｏＴ
―Ｒ」の客先への導入を決
めた。８月までに設置を始
め、今年度中に３千件の普
及を目指す。 ３面
◆盛大に40周年祝う
　草津栗東ガス事業協同組
合は８日、草津市で設立40
周年記念式典を開いた。Ｂ
ＣＰ策定、湖南地区４校へ
のＧＨＰ導入など先進的な
取り組みを行う。 ６面
◆衣類乾燥機拡販に重点
　九州・沖縄のＬＰガス、
コミュニティーガス、都市
ガス業界で組織する九州コ
ラボは２日、福岡市で役員
会を開き、ガス衣類乾燥機
の販促チラシなど事業計画
を決めた。 ７面
◆アウトドア調理器を販売
　丸江が日本総代理店とし
て販売する米国ＣａｍｐＣ
ｈｅｆ社製アウトドアガス
調理器が好評だ。豊富なラ
インアップで、アウトドア
クッキングの幅広いニーズ
に応える。 ８面

2019
年
バ
ル
ク
特
集
別

建

て

９
〜
18
面

　
横
浜
市
の
ト
ー
エ
ル
本
社
に
稲
永

修
代
表
と
中
田
み
ち
会
長
を
訪
ね

た
。
中
田
会
長
が
２
０
１
０
年
に
社

長
（
当
時
）
に
就
任
し
た
際
の
こ
と

を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
社
長
就
任
か

ら
今
に
至
る
ま
で
、
稲
永
代
表
と
親

子
な
ら
で
は
の
阿
吽
の
呼
吸
で
会
社

を
牽
引
し
、
成
長
曲
線
を
描
き
続
け

て
き
た
。
黄
色
い
ト
ラ
ッ
ク
の
会
社

と
し
て
地
域
に
根
付
き
、
生
活
者
に

愛
さ
れ
る
ト
ー
エ
ル
。
こ
の
姿
が
あ

る
の
は
、
創
業
か
ら
の
理
念
「
商
い

は
全
て
の
人
に
仕
え
る
こ
と
」
が
稲

永
代
表
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、

中
田
会
長
を
筆
頭
に
グ
ル
ー
プ
全
員

に
息
づ
い
て
い
る
か
ら
だ
。
お
二
人

に
お
会
い
し
て
は
っ
き
り
と
感
じ

た
。

　

―
平
成
で
強
く
印
象
に
残
る
出

来
事
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
稲
永
　
平
成
の
業
界
は
法
改
正
に

よ
る
顧
客
の
争
奪
戦
で
大
変
な
時
代

が
続
い
た
。
そ
の
な
か
で
当
社
は
配

送
車
両
な
ど
す
べ
て
を
大
型
化
し
、

独
自
の
湾
岸
直
送
で
経
費
を
大
幅
削

減
す
る
戦
略
を
採
り
、
難
関
を
乗
り

切
っ
た
。
販
売
エ
リ
ア
を
関
東
一
円

に
限
定
す
る
こ
と
で
効
率
化
も
進
め

た
。
そ
し
て
事
業
を
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
だ
け

に
頼
ら
な
い
た
め
、
２
０
０
２
年
に

「
水
事
業
」
を
立
ち
上
げ
『
地
球
上

で
も
っ
と
も
環
境
の
良
い
太
平
洋
の

真
ん
中
ハ
ワ
イ
の

溶
岩
石
で
研
ぎ
澄

ま
さ
れ
た
ピ
ュ
ア

な
水
』
の
輸
入
を

始
め
た
。
ち
ょ
う

ど
そ
の
頃
上
場
の

計
画
を
立
て
て
い

て
、
証
券
会
社
か

ら
は
「
水
な
ん
て

売
る
も
の
で
は
な

い
、
計
画
か
ら
外

す
よ
う
に
！
」
と

言
わ
れ
た
。
社
内

で
も
猛
反
対
が
あ
っ
た
が
将
来
性
が

あ
る
と
説
得
し
販
売
を
始
め
、
こ
れ

が
成
功
し
て
第
２
の
柱
と
な
っ
た
。

そ
の
後
輸
入
だ
け
に
頼
っ
て
は
不
安

定
な
の
で
、
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
に
国

産
製
造
工
場
を
建
設
。
す
ぐ
に
第
２

・
第
３
工
場
も
建
て
、
ハ
ワ
イ
・
オ

ア
フ
島
に
は
モ
ア
ナ
ル
ア
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
を
建
設
し
、
す
べ
て
自
社
製
造

の
製
品
販
売
と
し
た
。

　

―
反
対
さ
れ
て
も
進
め
る
の
は

勇
気
が
要
り
ま
す
。

　
稲
永
　
地
球
環
境
が
悪
化
す
る
な

か
で
水
の
重
要
性
は
一
層
増
す
と
感

じ
て
い
た
。
当
時
ハ
ワ
イ
に
行
っ
て

い
た
娘
（
日
下
み
な
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
　

Ｕ

Ｓ

Ａ
．
社
長
）
が
ウ
オ
ー
タ

ー
サ
ー
バ
ー
で
水
を
飲
む
の
を
見
て

「
こ
れ
は
売
れ
る
」
と
確
信
し
た
。

　

―
会
長
の
平
成
の
思
い
出
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

　
中
田
　
平
成
に
社
長
と
し
て
経
験

し
た
一
番
大
き
な
こ
と
は
、
東
証
一

部
へ
の
上
場
だ
っ
た
。
経
営
で
は
営

業
が
中
心
で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
も
水
も
生

き
残
り
を
か
け
た
戦
い
の
日
々
を
過

ご
し
拡
販
に
集
中
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
話
を
す
る
と
、
令
和
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

は
「
湾
岸
直
送
の
充
実
」
と
「
バ
ル

ク
20
年
問
題
の
業
務
受
託
」
を
中
心

に
考
え
て
い
る
。
水
は
ハ
ワ
イ
第
２

工
場
（
Ｎ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｚ
　
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ

ｏ
ｒ
ｙ
）
が
６
月
竣
工
し
、
国
内
も

第
４
工
場
建
設
の
準
備
に
着
手
し

た
。
今
後
も
「
原
水
に
こ
だ
わ
る
」

と
い
う
他
社
と
の
差
別
化
を
貫
く
。

　

―
中
田
会
長
が
社
長
に
就
か
れ

る
前
後
で
お
二
人
は
ど
の
よ
う
な
心

持
ち
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
稲
永
　
社
長
を
継
い
で
も
ら
う
の

が
10
年
遅
か
っ
た
。
も
っ
と
早
く
す

べ
き
だ
っ
た
。

　
中
田
　
私
は
ち
ょ
う
ど
良
い
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
社

会
的
に
女
性
が
活
躍
す
る
機
運
が
高

ま
り
、
時
流
に
乗
り
な
が
ら
役
員
は

じ
め
皆
さ
ん
の
手
助
け
が
あ
り
実
現

で
き
た
。
就
任
後
は
、
親
子
な
の
で

考
え
が
良
く
分
か
る
こ
と
が
プ
ラ
ス

に
働
い
て
い
る
。
私
が
間
に
入
る
こ

と
で
代
表
と
役
員
と
の
意
思
疎
通
も

一
層
円
滑
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

―
「
商
い
は
全
て
の
人
に
仕
え

る
こ
と
」
を
掲
げ
、
地
域
と
と
も
に

歩
ん
で
い
ま
す
。

　
稲
永
　
人
が
生
き
て
い
く
う
え
で

役
に
立
つ
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、

火
・
水
・
空
気
の
３
事
業
を
考
え

た
。
１
９
６
３
年
に
「
火
」
の
事
業

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
携
り
、
現
在
「
火

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
」
と
「
水

ウ
ォ
ー
タ

ー
」
に
着
手
し
て
い
る
。
経
営
理
念

の
「
全
て
の
人
」
と
は
お
客
さ
ま
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
社
会
、
仕
入
先
、

社
員
、
家
族
な
ど
関
連
す
る
す
べ
て

の
人
で
あ
り
、
そ
の
方
々
に
受
け
入

れ
ら
れ
、
初
め
て
そ
の
場
所
で
商
売

が
で
き
る
。
地
域
社
会
を
含
む
皆
さ

ま
に
喜
ば
れ
る
よ
う
頑
張
る
こ
と
が

商
売
の
基
本
と
常
に
考
え
て
い
る
。

　

―
女
性
目
線
の
対
応
を
大
事
に

し
、
男
女
活
躍
企
業
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

　
中
田
　
女
性
活
躍
の
推
進
を
考

え
、
平
成
の
間
に
取
締
役
５
人
を
は

じ
め
、
多
く
の
女
性
管
理
職
を
選
任

し
た
。
現
在
、
管
理
職
の
25
％
が
女

性
と
な
っ
て
い
る
。
当
社
の
社
員
は

半
数
以
上
を
女
性
が
占
め
、
事
務
で

も
営
業
で
も
女
性
が
活
躍
し
、
大
型

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
や
ウ
イ
ン
グ
ト
レ

ー
ラ
ー
の
運
転
も
す
る
。
本
社
の
あ

る
横
浜
は
、
以
前
都
内
で
働
い
て
い

て
、
結
婚
し
て
お
子
さ
ま
が
居
る
た

め
都
内
へ
出
ら
れ
な
い
方
が
多
く
い

る
。
そ
の
よ
う
な
優
秀
な
方
を
採
用

し
、
さ
ら
に
働
き
や
す
い
環
境
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。
２
０
１
０
年
に

事
業
所
内
保
育
所
を
開
設
し
、
16
年

に
「
え
る
ぼ
し
認
定
」
最
高
ラ
ン
ク

も
い
た
だ
い
た
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
も
ウ
ォ
ー
タ
ー
も
生
活

に
密
着
し
た
事
業
で
、
奥
様
の
発
言

の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
。
一
般
家

庭
で
の
お
客
さ
ま
は
、
女
性
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
私
も
家
に
帰

れ
ば
一
主
婦
で
奥
様
が
何
に
注
目
し

求
め
て
い
る
か
が
分
か
り
、
そ
の
目

線
で
経
営
し
て
い
る
。
女
性
が
集
中

し
て
勤
め
ら
れ
る
環
境
が
揃
え
ば
、

お
客
さ
ま
の
気
持
ち
が
分
か
る
ベ
テ

ラ
ン
と
し
て
長
期
に
わ
た
り
勤
務
し

て
も
ら
え
る
。
こ
れ
は
会
社
に
と
っ

て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。
今
後
も
優
秀

な
女
性
が
社
会
で
生
き
生
き
と
活
躍

で
き
る
環
境
を
構
築
し
て
い
く
。

　

―
新
時
代
で
目
指
す
姿
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
稲
永
　
火
と
水
の
事
業
は
着
手
で

き
た
。「
空
気
」
は
こ
れ
か
ら
の
事

業
。
地
球
環
境
悪
化
や
海
洋
汚
染
な

ど
環
境
の
激
変
に
対
応
す
る
た
め
、

水
・
植
物
工
場
（
葉
物
野
菜
・
イ
チ

ゴ
）・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
中
心

に
新
規
事
業
を
進
め
る
こ
と
を
、
次

世
代
の
楽
し
み
と
し
て
い
る
。

　
中
田
　
ガ
ス
、
水
、
電
気
、
通

信
、
さ
ら
に
都
市
ガ
ス
も
視
野
に
い

れ
た
「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
セ
ッ
ト
販
売
で
、

新
た
な
需
要
顧
客
の
創
出
を
図
る
。

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
へ
の
飛
躍

を
図
り
な
が
ら
競
争
時
代
に
対
処
し

て
い
く
。

　
稲
永
　
ま
た
今
後
の
会
社
経
営
に

つ
い
て
、
中
田
会
長
を
中
心
に
横
田

孝
治
社
長
、
後
藤
真
副
社
長
の
３
人

体
制
と
し
た
。

　
中
田
　「
３
人
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
」
で
万
全
の
体
制
を
組
み
、
稲
永

代
表
の
指
導
の
も
と
、
さ
ら
に
強
い

ト
ー
エ
ル
を
作
る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き

地
域
に
積
極
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

『
商
い
は
全
て
の
人
に
仕
え
る
こ

と
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
今
後
も
お
客

さ
ま
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
全

力
を
尽
く
す
。

〝
喜
ば
れ
る
〞
こ
と
が
基
本

トーエル 稲永修代表／中田みち会長

〜
平
成
、そ
し
て
新
時
代
へ
〜

治
の

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

持
続
的
成
長
へ
積
極
投
資

エ
ネ
事
業 

Ｍ
＆
Ａ
や
物
流
改
革
推
進

シナネンＨＤ
　
シ
ナ
ネ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
本
社
・
東
京
、
山
﨑
正
毅
社
長
）
は
第
一
次
中
期
経
営
計
画
の
最
終

と
な
る
今
年
度
、
「
全
持
続
的
な
成
長
と
企
業
価
値
の
向
上
」
を
方
針
に
掲
げ
る
。
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事

業
や
建
物
維
持
管
理
事
業
な
ど
新
規
事
業
へ
の
先
行
投
資
を
積
極
的
に
推
進
し
な
が
ら
、
既
存
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
で
は
Ｍ
＆
Ａ
や
物
流
改
革
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
な
ど
に
よ
り
骨
太
で
強
固
な
経
営
基
盤
を
確
立
し
、

経
営
資
源
の
効
率
的
な
運
用
を
追
求
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
も
見
据
え
た
次
期
中
計
に
向
け
、
事
業
の

選
択
と
集
中
に
よ
る
持
続
的
な
成
長
へ
道
筋
を
固
め
る
。

山﨑正毅社長

高
岡
市 

15
校
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様

小
中
28
校
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ
導
入

ミ
ツ
ウ
ロ
コ

ヴ
ェ
ッ
セ
ル 

販
売
店
に
提
案

災
対
力
と
検
針
効
率
化
を

ラ
ス
）
で
展
開
す
る
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
事
業
は
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
高
密
度
化
に
よ
る
収

益
向
上
を
追
求
。
早
期
に
自

転
車
台
数
を
５
倍
の
１
万
台

に
増
や
し
、
21
年
３
月
期
の

単
独
黒
字
化
を
目
指
す
。
タ

カ
ラ
ビ
ル
メ
ン
の
建
物
維
持

管
理
事
業
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
Ｍ
＆

Ａ
に
よ
る
面
展
開
の
拡
大
で

年
５
％
以
上
の
継
続
成
長
を

早
期
に
実
現
す
る
。

　
営
業
利
益
構
造
で
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
卸
・
小
売
分
野
の

Ｂ
ｔ
о
Ｃ
事
業
が
、
前
期
の

不
適
切
な
会
計
処
理
（
約
９

億
円
）
の
解
消
に
加
え
、
新

規
開
拓
や
Ｍ
＆
Ａ
の
継
続
、

合
同
会
社
ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ

ッ
ク
の
物
流
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

効
果
な
ど
で
前
期
比
13
億
円

増
の
16
億
円
と
大
幅
増
益
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
分
野
の
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
事
業
で

は
、
電
源
調
達
を
見
直
す
一

方
、
海
外
風
力
発
電
事
業
へ

の
投
資
や
人
材
登
用
な
ど
の

経
費
が
か
さ
み
、
同
１
億
円

減
の
２
億
円
を
見
込
む
。

　
山
﨑
社
長
は
「
将
来
の
投

資
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

卸
・
小
売
の
収
益
基
盤
強
化

は
継
続
す
る
。
数
量
・
顧
客

減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
な

か
、
販
売
店
へ
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
営
業
を
強
化
す
る
。

西
日
本
エ
リ
ア
で
は
、
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
機
器
交
換
や
リ

フ
ォ
ー
ム
の
収
益
拡
大
を
目

指
す
」
と
説
明
し
た
。

　
事
業
の
選
択
と
集
中
に
当

た
っ
て
は
「
収
益
が
資
本
コ

ス
ト
を
上
回
る
事
業
を
成
長

さ
せ
る
こ
と
で
、
現
状
５
％

弱
の
自
己
資
本
利
益
率
を
早

期
に
８
％
以
上
ま
で
引
き
上

げ
た
い
。
戦
略
の
見
直
し
で

も
収
益
改
善
が
見
込
め
な
い

事
業
は
廃
止
や
売
却
も
あ
り

得
る
」
と
強
調
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
の
方
針
と
し

て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
強
化
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
徹
底
、
市
場
構
造
変
化

に
対
応
で
き
る
多
様
な
人
材

の
育
成
を
盛
り
込
ん
だ
。

内
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
で

開
い
た
「
全
国
ミ
ツ
ウ
ロ
コ

会
２
０
１
９
経
営
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
、
同
会
と
し
て
の
災

害
対
応
体
制
と
無
線
通
信
技

術
に
よ
る
人
手
不
足
対
策
を

提
案
し
た
。
災
害
時
の
対
応

力
が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
強
み
に
、

労
働
集
約
型
の
事
業
形
態
が

将
来
の
人
手
不
足
で
弱
み
に

な
る
と
分
析
し
た
。
坂
西
社

長
は
、「
他
の
メ
ニ
ュ
ー
も

提
供
す
る
が
、
ベ
ー
ス
は
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
。
競
争
力
が
必
要
で

あ
り
、
こ
の
２
点
が
強
化
に

つ
な
が
る
」
と
強
調
し
た
。

　
災
対
体
制
は
①
被
災
情
報

の
管
理
②
災
害
対
応
訓
練
③

災
害
対
応
備
蓄
④
災
害
情
報

共
有
・
相
互
支
援
体
制

―

の
四
つ
の
分
野
に
分
け
て
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
る
。
情

報
管
理
で
は
、
会
と
し
て
緊

急
連
絡
・
安
否
確
認
シ
ス
テ

ム
（
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
コ

ー
ル
）
を
導
入
。
会
員
向
け

に
Ｉ
Ｄ
を
発
行
し
て
登
録
を

促
し
、
運
営
試
験
を
経
て
今

年
度
中
に
体
制
を
整
え
る
。

訓
練
で
は
、
同
社
の
災
対
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
訓
練
を
基
礎
に

会
員
販
売
店
向
け
を
つ
く
る

も
の
で
、
的
確
な
初
動
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
　

　
災
対
備
蓄
は
、
発
電
機
や

大
型
工
具
、
ま
た
一
定
の
数

量
な
ど
個
社
で
は
用
意
し
に

く
い
機
器
類
な
ど
を
共
同
で

備
蓄
し
、
会
事
務
局
で
管
理

す
る
。
並
行
し
て
、
全
国
ネ

ッ
ト
の
強
み
を
生
か
し
た
相

互
支
援
の
仕
組
み
を
つ
く

る
。
工
程
表
も
示
し
、
い
つ

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
に
備
え
て
、
情
報
管
理
と

訓
練
体
制
は
で
き
る
だ
け
早

期
の
確
立
を
目
指
す
。
他
の

２
点
は
、
会
員
と
話
し
合
い

を
進
め
な
が
ら
、
各
地
域
に

最
適
な
体
制
を
探
る
。

　
無
線
通
信
技
術
の
活
用
で

は
新
サ
ー
ビ
ス
「
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ

ｔ
　
Ｏ
Ｗ
Ｌ
（
ス
マ
ー
ト
オ

ウ
ル
）」
を
紹
介
し
た
。
Ｌ

Ｐ
Ｗ
Ａ
（
省
電
力
広
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
の
う
ち
、「
Ｓ

ｉ
ｇ
ｆ
ｏ
ｘ
」（
通
信
規

格
）
を
用
い
た
情
報
収
集
分

析
の
仕
組
み
。
将
来
の
人
手

不
足
に
対
応
す
る
自
動
検
針

シ
ス
テ
ム
と
し
て
提
案
。
自

社
グ
ル
ー
プ
の
小
売
事
業
会

社
で
、
募
集
し
た
検
針
員
に

よ
る
月
額
検
針
単
価
が
１
２

５
・
０
円
に
対
し
、
新
サ
ー

ビ
ス
で
の
提
供
単
価
は
１
０

８
・
３
円
と
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
を
示
し
た
。

　
オ
プ
シ
ョ
ン
で
最
適
配
送

の
分
析
な
ど
も
可
能
だ
が
、

坂
西
社
長
は
、「
労
働
力
が

併
せ
、

橋
正
樹
市
長
に
学

校
空
調
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
提
案

を
行
う
な
ど
理
解
を
求
め
て

き
た
。

　
こ
れ
ま
で
市
内
の
公
立
学

校
で
は
、
特
別
支
援
学
校
の

４
教
室
に
Ｅ
Ｈ
Ｐ
が
導
入
さ

れ
て
い
た
の
み
で
、
普
通
教

室
へ
の
空
調
設
置
率
は
ゼ
ロ

だ
っ
た
。
今
回
の
設
備
導
入

に
体
育
館
は
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
次
年
度
以
降
の
設
置
計

画
に
も
期
待
が
か
か
る
。

　
富
山
県
内
で
は
高
岡
市
と

同
様
に
普
通
教
室
へ
の
空
調

設
置
の
進
ん
で
い
な
か
っ
た

富
山
市
で
も
、
中
学
校
26
校

の
う
ち
２
校
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕

様
Ｇ
Ｈ
Ｐ
、
小
学
校
65
校
の

う
ち
３
校
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様

Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
導
入
す
る
動
き
が

出
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
体
育

館
の
空
調
整
備
は
こ
れ
か
ら

で
、
県
協
で
は
来
年
以
降
の

導
入
拡
大
を
視
野
に
働
き
か

け
を
強
め
て
い
く
考
え
。

　
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
ヴ
ェ
ッ
セ
ル

（
本
社
・
東
京
）
の
坂
西
学

社
長
は
10
日
、
東
京
・
丸
の

　
高
岡
市
は
９
月
末
ま
で

に
、
市
内
の
全
公
立
小
中
学

校
の
普
通
教
室
に
空
調
機
の

設
置
を
完
了
す
る
見
通
し

だ
。
市
内
に
は
公
立
中
学
校

が
12
校
、
公
立
小
学
校
が
26

校
（
う
ち
１
校
は
統
廃
合
に

よ
り
空
調
整
備
対
象
外
）
あ

る
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
、
中
学
校

で
９
校
（
う
ち
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕

様
５
校
、
都
市
ガ
ス
仕
様
４

校
）
、
小
学
校
で
19
校
（
う

ち
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
10
校
、
都

市
ガ
ス
仕
様
９
校
）
に
導
入

す
る
。

　
富
山
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
東
狐
光
俊
会
長
）
で
は
昨

年
来
、
公
立
学
校
の
家
庭
科

調
理
室
な
ど
向
け
に
ガ
ス
こ

ん
ろ
の
寄
贈
事
業
を
展
開
。

高
岡
市
に
も
器
具
の
寄
贈
と

　
９
日
に
東
京
・
八
重
洲
で

行
っ
た
決
算
説
明
会
で
、
山

﨑
社
長
ら
幹
部
が
中
計
の
進

捗
状
況
を
説
明
し
た
。
２
０

２
０
年
３
月
期
の
業
績
目
標

は
投
資
経
費
の
増
加
や
事
業

環
境
の
変
化
、
本
社
移
転
コ

ス
ト
な
ど
を
踏
ま
え
、
売
上

高
を
当
初
計
画
比
２
９
７
億

円
減
の
２
４
５
０
億
円
、
営

業
利
益
を
同
22
億
円
減
の
26

億
円
、
連
結
営
業
利
益
構
成

比
に
占
め
る
非
石
油
・
ガ
ス

事
業
の
割
合
を
同
５
㌽
減
の

35
％
に
下
方
修
正
し
た
。

　
非
石
油
・
ガ
ス
事
業
の
一

つ
で
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
シ

ナ
ネ
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
＋
（
プ

必
要
な
業
務
が
あ
る
な
か
、

使
え
る
文
明
の
利
器
を
準
備

す
る
こ
と
は
競
争
力
強
化
に

必
要
」
と
検
討
を
促
し
た
。

　
坂
西
社
長
の
登
壇
前
に
上

映
し
た
動
画
で
は
、
災
対
や

自
動
検
針
の
ほ
か
、
ミ
ツ
ウ

ロ
コ
会
の
テ
ー
マ
と
す
る

「
家
計
支
出
10
％
の
獲
得
」

を
後
押
し
す
る
電
力
、
都
市

ガ
ス
、
光
通
信
な
ど
の
提
案

メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
た
。

　
坂
西
社
長
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
競

争
力
に
直
接
資
す
る
の
は
災

対
と
自
動
検
針
で
あ
る
と
し

て
、
２
点
に
特
化
し
て
展
開

趣
旨
を
説
明
。「
来
る
べ
き

将
来
を
見
据
え
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
を
き
っ
ち
り
や
っ
て

い
く
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

坂西学社長
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